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藤
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木･

河
内
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彩
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の
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様

河
内
神
社

秋
祭
り

日(

日)

例
大
祭

祭
典

午
後
２
時

11秋
祭
り
は
一
年
間
で
一
番
大
切
な
お
ま
つ
り
で
す
。
日
本
人
は
神

代
、
天
照
大
神
が
皇
孫
瓊
瓊
杵
尊

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

に

に

ぎ

の

み

こ
と

に
稲
穂
を
授
け
ら
れ
て
よ
り
、
稲

作
を
中
心
に
生
活
を
営
み
、
命
を

つ
な
い
で
来
ま
し
た
。
我
々
は
神

社
に
集
ま
り
、
お
初
穂
を
お
供
え

し
て
秋
の
収
穫
を
神
様
に
感
謝
し

ま
し
た
。

稲
刈
り
を
終
え
た
こ
の
時
期
、

各
地
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

河
内
神
社
に
お
い
て
も
皆
様
と
秋

祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
今
年

の
豊
か
な
収
穫
に
心
よ
り
感
謝
の

祈
り
を
捧
げ
、
合
わ
せ
て
日
本
と

氏
子
・
崇
敬
者
の
平
穏
を
祈
願
し

ま
し
ょ
う
。

宮
司

山
田

茂
雄

俵
神
輿
奉
納

た

わ

ら

み

こ

し

午
後
４
時
頃

総
勢
９
基
の
俵
神
輿
が
境
内
に
集
結
し
ま

す
。
各
町
内
会
・
子
供
会
の
代
表
が
拝
殿
に

昇
殿
し
て
お
参
り
し
ま
す
。
そ
の
後
、
俵
神

輿
と
参
加
者
全
員
が
お
祓
い
を
受
け
ま
す
。

朝
か
ら
河
内
の
各
地
区
を
担
ぎ
歩
い
た
大

人
、
子
供
は
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
、
木
遣
り
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に
あ
わ
せ
て
俵
神
輿
を
担
ぎ
、
勇
壮
に
揉
み
合
い
ま
す
。

＊
大
き
な
俵
神
輿
は
１
５
０
キ
ロ
以
上
あ
る
そ
う
で
す
。

日(

土)

前
夜
祭

午
後
６
時
半
頃

10神
楽
奉
納

十
二
神
祇
と
花
火

か

ぐ

ら

じ

ん

ぎ

秋
祭
り
の
前
夜
、
拝
殿
で
の
神
降
し
神
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
神

楽
の
演
目
は
、
ま
ず
御
神
託
、
続
い
て
幣
舞

へ
ん
ぱ
い

・
露
払
い
・
つ
り
ざ
ん
・
合
戦
・
二
刀
・

関
・
四
天
・
王
子
・
薙
刀
・
歌
舞
の
神
祇

な
ぎ
な
た

舞
と
鯛
釣
り
・
狐
舞
の
余
興
舞
、
最
後
の

き
つ
ね
ま
い

八
岐
大
蛇
ま
で

演
目
あ
り
ま
す
。
午
後

や

ま
た
の

お

ろ
ち

14

時
頃
に
最
終
演
目
予
定
で
す
。

11
演
目
の
合
間
に
は
、
高
さ
約

メ
ー
ト

15

ル
吹
き
上
げ
る
吹
き
火
、
傘
の
よ
う
に
火

の
粉
が
降
り
注
ぐ
傘
火
の
２
種
類
の
花
火

が
あ
り
ま
す
。
境
内
い
っ
ぱ
い
に
吹
き
上
が
る
火
の
滝
は
迫
力
満
点

で
す
。
昔
は
花
火
を
手
に
持
っ
て
神
楽
を
舞
っ
て
も
い
ま
し
た
。

河
内
地
区
に

は
上
河
内
神
楽

団
と
下
河
内
神

楽
団
が
あ
り
、

毎
年
交
互
に
奉

納
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
上
河
内

神
楽
団
の
奉
納

で
す
。

当
日
は
夜
店
な
ど
が
出
て
、
沢
山
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

祈
願
祭
は
生
活
の
節
目

神
社
で
…

安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
、
厄
払
い
、

歳
祝
い
、
車
祓
い
、
合
格
祈
願
、
家
内
安
全
な

ど

現
地
で
…

地
鎮
祭(

新
築)

、
家
祓
い(

入
居)

、

じ
ち
ん
さ
い

や

ば

ら

上
棟
祭
、
商
売
繁
盛
、
安
全
祈
願
、
開
店
祭
な

ど

不
明
な
こ
と
や
日
時
、
式
次
第
な
ど
ご
相
談
、

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
河
内
神
社
社
務
所(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３

七
五
三
祭

月

･

日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

11

14

15

男
子
３
歳･

５
歳
、
女
子
３
歳･

７
歳

の
年
に
は
、
氏
神
様
に
七
五
三
詣
を
し

て
、
お
子
様
が
無
事
に
成
長
し
た
こ
と

を
感
謝
し
、
更
な
る
成
長
を
お
祈
り
し

ま
す
。
お
祝
い
に
授
か
っ
た
河
内
神
社

の
千
歳
飴
を
持
っ
て
、
ご
神
前
で
記
念

写
真
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

月
中
旬
～

月
頃
ま
で
受
け
付
け

10

11

て
い
ま
す
。
右
記
以
外
は
希
望
日
時
を

ご
相
談
・
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

河
内
神
社
社
務
所(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３

【
七
五
三
早
見
表
】
数
え
年〔
平
成

年
版
〕

27

３
歳
男

女

５
歳
男

７
歳
女

平成
25
年生
(2013)

平成
23
年生
(2011)

平成
21
年生
(2009)

新
嘗
祭

月

日(

日)

午
後
２
時

12

13

今
年
の
締
め
く
く
り
の
大
祭
で
す
。
氏
子
の

皆
様
か
ら
奉
納
さ
れ
た
お
初
穂
と
、
今
年
収
穫

し
た
新
米
や
作
物
を
神
様
に
お
供
え
し
て
お
祭

り
を
行
い
ま
す
。
河
内
小
学
校
６
年
生
５
名
に

よ
る
巫
女
舞
奉
納
も
あ
り
ま
す
。
今
年
一
年
の

神
様
の
恩
に
感
謝
し
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
加

護
を
お
祈
り
し
ま
す
。

河
内
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
〔
周
辺
図
〕
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〝
河
内
神
社
の
御
札
〟
と
〝
神
宮
大
麻
〟

お

ふ

だ

じ

ん

ぐ

う

た

い

ま

皆
様
の
家
庭
の
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
！

身
近
で
生
活
を
見
守
る
地
元
の
氏
神
様
「
河
内
神
社
」
の
御
札
と

日
本
全
土
を
広
く
見
守
る
神
様
「
天
照
皇
大
神
」(

伊
勢
の

神
宮)

の
御
札

を
家
庭
に
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う
。
思
わ
ず
神
様
に
お
願
い
し
た
経

験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
何
か
を
決

心
し
た
時
、
嬉
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

時
、
大
事
な
こ
と
を
な
そ
う
と
す
る

時
、
ま
た
、
静
か
に
自
分
を
見
つ
め

直
す
時
な
ど
、
心
を
込
め
て
お
祈
り

す
る
家
庭
の
よ
り
所
と
な
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
し
い
力
、
新
し
い
命
を
い
た

だ
く
た
め
、
御
札
・
御
守
は
新
し
く
取
り
替
え
ま
す
。
古
い
御
札
、

お
ま
も
り

御
守
は
氏
神
様
に
納
め
、
一
年
を
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
し
ょ
う
。
御
札
・
御
守

は
河
内
神
社
で
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

な
ど

大
大
麻

２
０
０
０
円

小
型
神
棚

１
０
０
０
円

伊
勢
の

神
宮
中
大
麻

１
２
０
０
円

御

神

籤

１
０
０
円

お

み

く

じ

小
大
麻

８
０
０
円

健
康
長
寿･

良
縁
結
び･

就
職
など

河
内
神

河
内
神
社
中
御
札

１
０
０
０
円

社
限
定

携
行
御
守

各
５
０
０
円

御

札

５
０
０
円

交
通
安
全
御
守

５
０
０
円
ほ

か

御
札
の
ま
つ
り
方

お

ふ

だ

(

手
前)

参
道
脇
の
水
路
が
き
れ
い
に

７
月
１
日
、
三
和
中
学
校
３
年
生
の
３
名
が
職
場
体
験
と
し
て
、

参
道
脇
水
路
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

神
域
で
の
ふ
れ
あ
い

氏
子
総
代
長

先
本

民
治

『
流
れ
つ
き
せ
ぬ

河
内
川
』
か
ら
『
和
魂
と
行
と
』
の
校
歌
へ
進

ん
だ
我
が
里
の
子
供
達
。
中
学
３
年
、
里
帰
り
の
職
場
体
験
で
し
た
。

ご
本
殿
の
檜
の
林
か
ら
伏
流
水
が
絶
え
る
こ
と
な
く
流
れ
る
神
社

横に並べる場合

重ねる場合

重
ね
る
場
合
、
手
前
か
ら
神
宮
、

河
内
神
社
、
崇
敬
す
る
神
社
の

御
札
の
順
に
お
ま
つ
り
し
ま
す
。

の
水
路
。
軍
手
の
一
本
一
本
の

指
が
、
時
置
か
ず
舞
い
散
る
楠く

す

の
落
ち
葉
の
堆
積
に
か
ら
み
、

石
目
に
根
張
る
雑
草
を
抜
き
取

っ
て
お
り
ま
す
。
汗
玉
が
額
を

な
が
れ
、
頬
を
伝
い
、
下
あ
ご

に
キ
ラ
リ
と
ひ
か
り
ま
し
た
。

若
者
達
３
名
の
新
鮮
な
姿
で
あ

り
ま
す
。

神
域
に
奉
仕
の
誠
を
示
す
彼

達
に
、
第
一
鳥
居
も
誇
ら
し
げ

で
あ
り
ま
し
た
。
将
来
社
会
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
、

真
剣
に
仕
事
に
向
か
う
た
め
に
必
要
な
基

本
マ
ナ
ー
、
そ
し
て
仕
事
の
厳
し
さ
を
身

を
も
っ
て
学
ぶ
職
場
体
験
。
主
旨
に
賛
同

し
た
企
業
が
受
け
入
れ
て
の
出
向
で
す
。

ほ
う
き
を
持
つ
手
、
土
嚢
に
不
要
物
を
入

ど

の

う

れ
る
手
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
頬
一
杯
の

笑
顔
で
の
作
業
、
ふ
れ
あ
う
若
者
と
の
交

流
が
大
き
な
、
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

き
れ
い
に
な
っ
た
神
域
の
水
路
に
ま
た
、

伏
流
水
が
清
ら
か
な
音
を
た
て
曲
が
り
な

が
ら
、
進
み
な
が
ら
の
姿
を
見
せ
て
お
り

ま
す
。
奉
仕
作
業
終
了
後
、
拝
殿
の
紙
垂

し

で

の
も
と
、
合
わ
せ
打
つ
柏
手
に
一
陣
の
風
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

か
し
わ
で

隣
の
学
び
舎
に
郷
土
の
子
供
達
が
、
宝
た
ち
が
、
は
じ
け
る
声
を

こ
だ
ま
さ
せ
る
境
内
で
の
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

広
島
の
神
社
伝
承
文
化

神

楽
─

か
ぐ
ら

⑤
十
二
神
祇
と
花
火

禰
宜

山
田

岳
晴

広
島
県
南
西
部
で
伝
承
さ
れ
る
神

楽
は
十
二
神
祇
で
、
す
べ
て
旧
舞
と

さ
れ
る
。
旧
舞
は
四
方
か
三
方
吹
放

ち
の
伝
統
的
な
舞
台
に
適
し
て
い
る
。
舞
は
二
間
四
方
の
広
さ
を
基

準
と
し
、
後
ろ
向
き
も
含
め
、
ほ
ぼ
四
方
に
平
等
に
舞
う
。
回
転
す

る
場
合
は
舞
台
の
中
央
を
中
心
軸
と
す
る
。
口
上
は
古
語
で
簡
素
で

あ
る
。
ま
た
、
順
序
や
演
技
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、
筋
を
知
る
地

元
の
人
な
ど
玄
人
に
好
ま
れ
る
。
五
刀
な
ど
の
演
目
が
あ
る
神
祇
舞

く
ろ
う
と

は
、
神
事
的
で
典
雅
で
あ
る
。
娯
楽
的
要
素
が
少
な
い
た
め
、
滑
稽

こ
っ
け
い

な
ひ
ょ
っ
と
こ
が
活
躍
す
る
鯛
釣
り
や
狐
舞
な
ど
余
興
舞
を
あ
い
だ

に
挿
む
。
芸
北
神
楽
や
石
見
神
楽
の
旧
舞

は
さ

は
舞
い
に
正
面
性
が
あ
る
。
八
岐
大
蛇
、

塵
倫
な
ど
の
演
目
が
あ
り
、
勇
壮
で
、
大

き
な
鬼
面
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。

上
河
内
神
楽
団
は
、
明
治

年(

１
９
０

40

７)

に
有
志
が
下
河
内
神
楽
団
に
習
っ
て

始
め
た
も
の
で
、
源
流
は
同
じ
で
あ
る
。

舞
う
機
会
は
河
内
神
社
で
の
２
年
に
１
回

で
、
伝
統
的
な
十
二
神
祇
を
伝
承
す
る
。

従
来
は
未
明
ま
で
舞
わ
れ
て
い
た
当
地
方
の
神
楽
に
は
、
元
来
、

花
火
が
と
も
な
う
。
現
在
も
上
河
内
神
楽
団
で
は
、

メ
ー
ト
ル
程

15

度
吹
き
上
が
る
古
式
な
手
詰
め
の
花
火
や
、
人
が
支
え
た
棒
先
に
付

い
た
二
つ
の
花
火
が
回
転
す
る
傘
火
が
演
目
間
に
行
わ
れ
人
気
が
あ

る
。
た
だ
し
消
防
、
警
察
の
許
可
、
最
近
は
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
も

必
要
で
、
ま
た
製
作
費
用
の
面
で
も
維
持
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

歳
祝
い･

厄
年
っ
て
何
歳
？

河
内

神
社

○̍検
索

上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南(

彩
が
丘)

の
氏
神
様

河
内
神
社
の
こ
よ
み
〔
平
成

年
度
〕

27

日

日(

土)

午
後
６
時
半

秋
祭
前
夜
祭(

神
楽
奉
納)

か

ぐ

ら

10

10
月

日(

日)

午
後
２
時

秋
祭
（
例
大
祭
）

10

11
月

日
前
後

七
五
三
祭

11

15
月

日(

日)

午
後
２
時

新
嘗
祭
（
大
祭
）

に

い

な

め

さ

い

12

13
月

日(

木)

午
後
６
時

除
夜
祭
（
大
祓
）

12

31

１
月
１
日(

祝)

午
前
９
時

歳
旦
祭

さ

い

た

ん

さ

い

２
月

日(

祝)

午
前

時

建
国
記
念
祭

11

10

３
月

日(

日)

午
後
２
時

稲
荷
神
社
大
祭

13

毎

朝

日
供
祭

に

っ

く

さ

い

毎
月
１
日
・

日

月
次
祭

つ

き

な

み

さ

い

15

日
供
祭･

月
次
祭
で
は
皆
様
の
日
々
の
ご
安
泰
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
午
前

７
時
半

、
境
内
の
清
掃
が
す
ん
だ
後
、
執
り
行
い
ま
す
の
で
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

ころ


